
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】　電磁気干渉（ＥＭＩ）を回避するために、電

磁気的に遮蔽される振動子及び／又は振動子プローブと

、それぞれの組立体を提供する。

【解決手段】　超音波撮像装置は、電磁気的に保護され

た超音波ＴＥＥプローブと、超音波画像を表示するディ

スプレイと、接地に接続する為の少なくとも１つの接続

子を有する振動子コネクタを含む筐体と、受信超音波エ

コーを表す電気信号を処理するコンピュータを含む。Ｔ

ＥＥプローブは、撮像センサ、外部音響レンズ、ケーブ

ル相互接続子、及び、センサとケーブル相互接続子を取

り囲む内部金属遮蔽体を含む振動子筐体と、電気導体、

及び、電磁気ケーブル遮蔽体を含み、電気導体は、第１

の端でケーブル相互接続子に電気接続し、電気導体及び

ケーブル遮蔽体は、第２の端で振動子コネクタに電気接

続する、ケーブルを含む。

【選択図】　図１

JP 2004-130137 A 2004.4.30



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 撮 像 セ ン サ 、 外 部 音 響 レ ン ズ 、 ケ ー ブ ル 相 互 接 続 子 、 及 び 、 上 記 セ ン サ と 上 記 ケ ー ブ ル
相 互 接 続 子 を 取 り 囲 む 内 部 金 属 遮 蔽 体 を 含 む 振 動 子 筐 体 と 、
　 電 気 導 体 、 及 び 、 電 磁 気 ケ ー ブ ル 遮 蔽 体 を 含 み 、 上 記 電 気 導 体 は 、 第 １ の 端 で 上 記 ケ ー
ブ ル 相 互 接 続 子 に 電 気 接 続 し 、 上 記 電 気 導 体 及 び 上 記 ケ ー ブ ル 遮 蔽 体 は 、 第 ２ の 端 で 振 動
子 コ ネ ク タ に 電 気 接 続 す る 、 ケ ー ブ ル と 、
　 を 含 む 、 電 磁 気 保 護 さ れ る 超 音 波 振 動 子 で あ っ て 、
　 上 記 振 動 子 筐 体 は 、 上 記 振 動 子 筐 体 と 上 記 外 部 音 響 レ ン ズ に よ り 形 成 さ れ る 境 界 の 内 側
に あ る 全 て の 素 子 が 、 外 部 の 電 磁 気 放 射 か ら 実 質 的 に 電 磁 気 的 に 保 護 さ れ 、 且 つ 、 上 記 電
磁 気 的 に 保 護 さ れ る 振 動 子 が 、 そ の 目 的 の た め に そ の 弾 性 が 維 持 さ れ る よ う 、 上 記 外 部 音
響 レ ン ズ の 内 側 に お い て 、 上 記 内 部 金 属 遮 蔽 体 及 び 上 記 ケ ー ブ ル 遮 蔽 体 の う ち の 一 方 に 電
気 接 続 す る 薄 い 電 磁 気 遮 蔽 体 を 更 に 含 む 、 振 動 子 。
【 請 求 項 ２ 】
　 上 記 薄 い 電 磁 気 遮 蔽 体 は 、 薄 い 金 属 ホ イ ル を 含 む 請 求 項 １ 記 載 の 超 音 波 振 動 子 。
【 請 求 項 ３ 】
　 上 記 内 部 金 属 遮 蔽 体 は 、 弾 性 が あ る 請 求 項 １ 記 載 の 超 音 波 振 動 子 。
【 請 求 項 ４ 】
　 上 記 薄 い 金 属 ホ イ ル は 、 １ ０ ０ ミ ク ロ ン 以 下 で あ る 請 求 項 ２ 記 載 の 超 音 波 振 動 子 。
【 請 求 項 ５ 】
　 上 記 薄 い 金 属 ホ イ ル は 、 そ の 厚 さ が 、 １ ｍ ｍ 以 下 で あ る 請 求 項 ２ 記 載 の 超 音 波 振 動 子 。
【 請 求 項 ６ 】
　 上 記 薄 い 電 磁 気 遮 蔽 体 は 、 薄 い 金 属 化 さ れ た プ ラ ス チ ッ ク フ ィ ル ム を 含 む 請 求 項 １ 記 載
の 超 音 波 振 動 子 。
【 請 求 項 ７ 】
　 上 記 薄 い 電 磁 気 遮 蔽 体 は 、 開 口 を 含 み 、
　 上 記 開 口 は 、 最 高 周 波 数 の 電 磁 気 放 射 の 波 長 よ り 小 さ く 、
　 上 記 振 動 子 は 、 上 記 最 高 周 波 数 の 電 磁 気 放 射 か ら 保 護 さ れ る こ と を 目 的 と す る 、 請 求 項
２ 記 載 の 超 音 波 振 動 子 。
【 請 求 項 ８ 】
　 上 記 振 動 子 が 保 護 さ れ る べ き 上 記 対 象 の 電 磁 気 放 射 は 、 電 気 外 科 ユ ニ ッ ト に よ っ て 生 成
さ れ る 放 射 を 含 む 請 求 項 １ 記 載 の 超 音 波 振 動 子 。
【 請 求 項 ９ 】
　 上 記 電 気 外 科 ユ ニ ッ ト は 、 焼 灼 ユ ニ ッ ト で あ る 請 求 項 ８ 記 載 の 超 音 波 振 動 子 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 上 記 薄 い 電 磁 気 遮 蔽 体 は 、 以 下 に 制 限 さ れ な い が 、 円 形 及 び 矩 形 を 含 む 任 意 の 現 実 的 な
寸 法 の 長 さ 及 び 幅 を 有 す る よ う 構 成 さ れ る 請 求 項 ７ 記 載 の 超 音 波 振 動 子 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 上 記 内 部 金 属 遮 蔽 体 は 、 振 動 子 設 計 要 件 に 応 じ て 、 剛 性 、 又 は 、 弾 性 で あ る 請 求 項 １ 記
載 の 超 音 波 振 動 子 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 上 記 薄 い 電 磁 気 遮 蔽 体 は 、 導 電 性 エ ポ キ シ 、 及 び 、 は ん だ の う ち 一 方 に よ っ て 、 上 記 内
部 金 属 遮 蔽 体 に 電 気 接 続 さ れ る 請 求 項 １ 記 載 の 超 音 波 振 動 子 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 上 記 筐 体 は 、 上 記 内 部 金 属 遮 蔽 体 を 構 成 す る 請 求 項 １ 記 載 の 超 音 波 振 動 子 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 上 記 薄 い 金 属 遮 蔽 体 の 一 部 は 、 上 記 外 部 音 響 レ ン ズ の 内 部 に 機 械 接 続 す る 請 求 項 １ 記 載
の 超 音 波 振 動 子 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 撮 像 セ ン サ 、 外 部 音 響 レ ン ズ 、 ケ ー ブ ル 相 互 接 続 子 、 及 び 、 上 記 セ ン サ と 上 記 ケ ー ブ ル
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相 互 接 続 子 を 取 り 囲 む 内 部 金 属 遮 蔽 体 を 含 む プ ロ ー ブ 筐 体 と 、
　 電 気 導 体 、 及 び 、 電 磁 気 ケ ー ブ ル 遮 蔽 体 を 含 み 、 上 記 電 気 導 体 は 、 第 １ の 端 で 上 記 ケ ー
ブ ル 相 互 接 続 子 に 電 気 接 続 し 、 上 記 電 気 導 体 及 び 上 記 ケ ー ブ ル 遮 蔽 体 は 、 第 ２ の 端 で 振 動
子 コ ネ ク タ に 電 気 接 続 す る 、 ケ ー ブ ル と 、
　 を 含 む 、 電 磁 気 保 護 さ れ る 超 音 波 径 食 道 心 エ コ ー 検 査 （ Ｔ Ｅ Ｅ ） プ ロ ー ブ で あ っ て 、
　 上 記 内 部 金 属 遮 蔽 体 は 、 上 記 振 動 子 筐 体 と 上 記 外 部 音 響 レ ン ズ に よ っ て 形 成 さ れ る 境 界
の 内 側 に あ る 全 て の 素 子 が 、 実 質 的 に 電 磁 気 的 に 保 護 さ れ 、 且 つ 、 任 意 の 内 視 鏡 部 を 含 む
上 記 Ｔ Ｅ Ｅ プ ロ ー ブ の 弾 性 が 、 有 効 な 動 作 の た め に 必 要 に 応 じ て 維 持 さ れ る よ う 、 上 記 ケ
ー ブ ル 遮 蔽 体 に 電 気 接 続 す る 、 Ｔ Ｅ Ｅ プ ロ ー ブ 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 上 記 内 部 金 属 遮 蔽 体 は 、 開 口 を 含 み 、
　 上 記 開 口 は 、 最 高 周 波 数 の 電 磁 気 放 射 の 波 長 よ り 小 さ く 、
　 上 記 振 動 子 は 、 上 記 最 高 周 波 数 の 電 磁 気 放 射 か ら 保 護 さ れ る こ と を 目 的 と す る 、 請 求 項
１ ５ 記 載 の Ｔ Ｅ Ｅ プ ロ ー ブ 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 上 記 振 動 子 が 保 護 さ れ る べ き 上 記 対 象 の 電 磁 気 放 射 は 、 電 気 外 科 ユ ニ ッ ト に よ っ て 生 成
さ れ る 放 射 を 含 む 請 求 項 １ ６ 記 載 の Ｔ Ｅ Ｅ プ ロ ー ブ 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 上 記 電 気 外 科 ユ ニ ッ ト は 、 焼 灼 ユ ニ ッ ト で あ る 請 求 項 １ ７ 記 載 の Ｔ Ｅ Ｅ プ ロ ー ブ 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 上 記 筐 体 は 、 駆 動 モ ー タ 、 駆 動 モ ー タ 接 続 ワ イ ヤ 、 モ ー タ 駆 動 シ ャ フ ト 及 び 結 合 、 内 視
鏡 連 接 リ ン ク 、 連 接 ケ ー ブ ル 、 連 接 コ ン プ レ ッ シ ョ ン シ ー ス 、 及 び 、 最 終 的 な セ ン サ 駆 動
ギ ア を 含 む 請 求 項 １ ５ 記 載 の Ｔ Ｅ Ｅ プ ロ ー ブ 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 上 記 金 属 遮 蔽 体 は 、 上 記 外 部 音 響 レ ン ズ 以 外 の 上 記 筐 体 内 に 収 容 さ れ る 全 て の 素 子 を 取
り 囲 む 金 属 ケ ー ジ か ら 構 成 さ れ る 請 求 項 １ ９ 記 載 の Ｔ Ｅ Ｅ プ ロ ー ブ 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 上 記 内 部 金 属 遮 蔽 体 に よ っ て 与 え ら れ る 電 磁 気 保 護 を 補 完 す る た め に 、 上 記 外 部 音 響 レ
ン ズ 以 外 の 上 記 筐 体 内 の 全 て の 内 部 構 成 要 素 を 取 り 囲 み 、 且 つ 、 上 記 内 部 金 属 遮 蔽 体 及 び
上 記 ケ ー ブ ル 遮 蔽 体 の う ち 一 方 に 電 気 的 に 取 付 け ら れ る 、 薄 い 金 属 ホ イ ル 及 び 金 属 化 さ れ
た プ ラ ス チ ッ ク フ ィ ル ム の う ち 一 方 を 上 記 筐 体 内 に 更 に 含 む 、 請 求 項 ２ ０ 記 載 の Ｔ Ｅ Ｅ プ
ロ ー ブ 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 上 記 内 部 金 属 遮 蔽 体 及 び 上 記 ケ ー ブ ル 遮 蔽 体 の う ち 一 方 に 電 気 接 続 す る ア ク テ ィ ブ な 電
磁 気 遮 蔽 体 を 有 す る モ ー タ コ ン ト ロ ー ル Ｐ Ｃ Ｂ を 含 む 駆 動 モ ー タ パ ワ ー ／ ス イ ッ チ イ ン タ
フ ェ ー ス を 更 に 含 む 請 求 項 １ ９ 記 載 の Ｔ Ｅ Ｅ プ ロ ー ブ 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 上 記 内 部 金 属 遮 蔽 体 は 、 振 動 子 設 計 要 件 に 応 じ て 、 剛 性 、 又 は 、 弾 性 で あ る 請 求 項 １ ５
記 載 の Ｔ Ｅ Ｅ プ ロ ー ブ 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 上 記 筐 体 は 、 上 記 内 部 金 属 遮 蔽 体 を 構 成 す る 請 求 項 ２ １ 記 載 の Ｔ Ｅ Ｅ プ ロ ー ブ 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 マ ル チ プ レ ー ン Ｔ Ｅ Ｅ プ ロ ー ブ 及 び マ ト リ ク ス Ｔ Ｅ Ｅ プ ロ ー ブ の う ち 一 方 と し て 動 作 す
る よ う 構 成 さ れ る 請 求 項 １ ５ 記 載 の Ｔ Ｅ Ｅ プ ロ ー ブ 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
　 電 磁 気 的 に 保 護 さ れ た 超 音 波 振 動 子 と 、
　 超 音 波 画 像 を 表 示 す る デ ィ ス プ レ イ と 、
　 接 地 に 接 続 す る 為 の 少 な く と も １ つ の 接 続 子 を 有 す る 振 動 子 コ ネ ク タ を 含 む 筐 体 と 、
　 受 信 超 音 波 エ コ ー を 表 す 電 気 信 号 を 処 理 す る コ ン ピ ュ ー タ と 、 を 含 む 超 音 波 撮 像 装 置 で
あ っ て 、
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　 上 記 超 音 波 振 動 子 は 、
　 撮 像 セ ン サ 、 外 部 音 響 レ ン ズ 、 ケ ー ブ ル 相 互 接 続 子 、 及 び 、 上 記 セ ン サ と 上 記 ケ ー ブ ル
相 互 接 続 子 を 取 り 囲 む 内 部 金 属 遮 蔽 体 を 含 む 振 動 子 筐 体 と 、
　 電 気 導 体 、 及 び 、 電 磁 気 ケ ー ブ ル 遮 蔽 体 を 含 み 、 上 記 電 気 導 体 は 、 第 １ の 端 で 上 記 ケ ー
ブ ル 相 互 接 続 子 に 電 気 接 続 し 、 上 記 電 気 導 体 及 び 上 記 ケ ー ブ ル 遮 蔽 体 は 、 第 ２ の 端 で 振 動
子 コ ネ ク タ に 電 気 接 続 す る 、 ケ ー ブ ル と を 含 み 、
　 上 記 振 動 子 筐 体 は 、 上 記 振 動 子 筐 体 と 上 記 外 部 音 響 レ ン ズ に よ り 形 成 さ れ る 境 界 の 内 側
に あ る 全 て の 素 子 が 、 外 部 の 電 磁 気 放 射 か ら 実 質 的 に 電 磁 気 的 に 保 護 さ れ 、 且 つ 、 上 記 振
動 子 の 弾 性 は 、 有 効 な 動 作 の た め に 必 要 に 応 じ て 維 持 さ れ る よ う 、 上 記 外 部 音 響 レ ン ズ の
内 側 に お い て 、 上 記 内 部 金 属 遮 蔽 体 及 び 上 記 ケ ー ブ ル 遮 蔽 体 の う ち の 一 方 に 電 気 接 続 す る
薄 い 電 磁 気 遮 蔽 体 を 更 に 含 む 、 装 置 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
　 電 磁 気 的 に 保 護 さ れ る 超 音 波 Ｔ Ｅ Ｅ プ ロ ー ブ と 、
　 超 音 波 画 像 を 表 示 す る デ ィ ス プ レ イ と 、
　 接 地 に 接 続 す る 為 の 少 な く と も １ つ の 接 続 子 を 有 す る 振 動 子 コ ネ ク タ を 含 む 筐 体 と 、
　 受 信 超 音 波 エ ネ ル ギ ー を 表 す 電 気 信 号 を 処 理 す る コ ン ピ ュ ー タ と 、 を 含 む 超 音 波 撮 像 装
置 で あ っ て 、
　 上 記 超 音 波 Ｔ Ｅ Ｅ プ ロ ー ブ は 、
　 撮 像 セ ン サ 、 外 部 音 響 レ ン ズ 、 ケ ー ブ ル 相 互 接 続 子 、 及 び 、 上 記 セ ン サ と 上 記 ケ ー ブ ル
相 互 接 続 子 を 取 り 囲 む 内 部 金 属 遮 蔽 体 を 含 む プ ロ ー ブ 筐 体 と 、
　 電 気 導 体 、 及 び 、 電 磁 気 ケ ー ブ ル 遮 蔽 体 を 含 み 、 上 記 電 気 導 体 は 、 第 １ の 端 で 上 記 ケ ー
ブ ル 相 互 接 続 子 に 電 気 接 続 し 、 上 記 電 気 導 体 及 び 上 記 ケ ー ブ ル 遮 蔽 体 は 、 第 ２ の 端 で 振 動
子 コ ネ ク タ に 電 気 接 続 す る 、 ケ ー ブ ル と を 含 み 、
　 上 記 内 部 金 属 遮 蔽 体 は 、 上 記 振 動 子 筐 体 と 上 記 外 部 音 響 レ ン ズ に よ っ て 形 成 さ れ る 境 界
の 内 側 に あ る 全 て の 素 子 が 、 実 質 的 に 電 磁 気 的 に 保 護 さ れ 、 且 つ 、 任 意 の 内 視 鏡 部 を 含 む
上 記 Ｔ Ｅ Ｅ プ ロ ー ブ の 弾 性 が 、 有 効 な 動 作 の た め に 必 要 に 応 じ て 維 持 さ れ る よ う 、 上 記 ケ
ー ブ ル 遮 蔽 体 に 電 気 接 続 す る 、 装 置 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
　 上 記 Ｔ Ｅ Ｅ プ ロ ー ブ は 、 マ ル チ プ レ ー ン Ｔ Ｅ Ｅ プ ロ ー ブ 、 マ ト リ ク ス Ｔ Ｅ Ｅ プ ロ ー ブ 、
及 び 、 マ ト リ ク ス ア レ イ Ｔ Ｅ Ｅ プ ロ ー ブ の い ず れ か と し て 動 作 す る よ う 構 成 さ れ る 請 求 項
２ ７ 記 載 の 超 音 波 撮 像 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 一 般 的 に 、 超 音 波 振 動 子 に 関 り 、 特 に 、 電 磁 （ Ｅ Ｍ ） 又 は 無 線 周 波 数 （ Ｒ Ｆ
） 干 渉 か ら の 超 音 波 プ ロ ー ブ の 保 護 に 係 る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 超 音 波 診 断 技 術 は 、 一 般 的 に 、 超 音 波 振 動 子 を 用 い て 、 一 般 的 に 人 間 で あ る 動 物 の 体 内
の 生 物 学 的 組 織 を 撮 像 す る こ と に 関 る 。 超 音 波 振 動 子 は 、 組 織 内 に 超 音 波 を 発 信 し 、 組 織
か ら 反 射 し た 超 音 波 エ コ ー を 受 信 す る 。 振 動 子 は 、 体 の 表 面 に 置 か れ る か 、 又 は 、 食 道 と
い っ た 選 択 さ れ た 撮 像 領 域 に お い て 患 者 の 体 内 に 挿 入 さ れ 得 る 。 簡 単 に 説 明 す る に 、 振 動
子 は 、 超 音 波 セ ン サ と 、 筐 体 と 、 振 動 子 を 、 超 音 波 撮 像 装 置 の 残 り の 部 分 に 接 続 す る た め
の ケ ー ブ ル と を 含 む 。 セ ン サ は 、 １ つ 以 上 の 圧 電 素 子 と 、 イ ン ピ ー ダ ン ス 整 合 材 料 （ ス タ
ッ ク ） と 、 必 要 な 機 械 的 構 成 要 素 と を 含 む も の と し て 説 明 さ れ 得 る 。 単 一 素 子 セ ン サ （ 単
一 チ ャ ネ ル ） と 、 セ ン サ ア レ イ を 構 成 す る マ ル チ 素 子 セ ン サ （ マ ル チ チ ャ ネ ル ） が あ り 、
こ れ ら は 、 実 際 に 超 音 波 を 生 成 し 、 超 音 波 を 撮 像 領 域 に 方 向 付 け る 。 よ り 具 体 的 に は 、 振
動 子 セ ン サ 部 内 の 圧 電 素 子 が 、 超 音 波 を 発 信 し 、 撮 像 領 域 か ら 反 射 し た リ タ ー ン エ コ ー を
受 信 す る 。 振 動 子 内 に 含 ま れ る 圧 電 素 子 は 、 受 信 し た 音 響 波 を 電 気 信 号 に 変 換 し 、 電 気 信
号 は 診 断 画 像 を 形 成 す る よ う 処 理 さ れ る 。
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【 ０ ０ ０ ３ 】
　 径 食 道 心 エ コ ー 検 査 （ Ｔ Ｅ Ｅ ） プ ロ ー ブ は 、 例 え ば 、 心 臓 の 超 音 波 撮 像 の た め に 内 視 鏡
的 に 用 い ら れ る 特 定 の 超 音 波 振 動 子 で あ る 。 心 臓 の 超 音 波 撮 像 は 、 常 に 困 難 な 仕 事 で あ り
、 と い う の は 、 心 臓 は 、 肋 骨 及 び 肺 に 囲 ま れ る 胸 腔 内 に 位 置 す る か ら で あ る 。 肋 骨 を 構 成
す る 骨 格 の 吸 収 及 び 反 射 特 性 に よ っ て 、 肋 骨 を 通 し て の 超 音 波 撮 像 は 困 難 と な る 。 こ の こ
と は 、 幾 つ か あ る 肋 間 の 窓 を 介 し て 近 接 す る こ と を 必 要 と す る が 、 肋 間 窓 を 介 し て の 超 音
波 の 発 信 及 び 受 信 は 、 臨 床 利 用 す る に は 制 限 さ れ る 超 音 波 デ ー タ を 供 給 し 得 る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 Ｔ Ｅ Ｅ プ ロ ー ブ は 、 上 に 簡 単 に 説 明 し た 胸 部 臓 器 の 撮 像 に 関 連 す る 問 題 を 解 決 す る た め
に 、 内 視 鏡 検 査 技 術 （ 体 内 へ の 医 療 装 置 の 導 入 ） の 内 容 を 超 音 波 に 適 用 す る こ と に よ っ て
発 展 し て き た 。 Ｔ Ｅ Ｅ プ ロ ー ブ は 、 細 長 い プ ロ ー ブ 筐 体 の 端 又 は 先 端 に 位 置 す る 超 音 波 セ
ン サ を 含 む 。 Ｔ Ｅ Ｅ プ ロ ー ブ は 、 患 者 の 口 か ら 食 道 又 は 胃 に 通 さ れ 得 る 。 胸 腔 内 の 胃 又 は
食 道 内 に 口 か ら 挿 入 さ れ る 場 合 、 肋 骨 は 、 超 音 波 信 号 の 発 信 及 び 受 信 の 妨 げ に な ら な く な
る 。 一 般 的 な Ｔ Ｅ Ｅ プ ロ ー ブ は 、 体 の 外 部 に あ る 制 御 機 構 を 含 み 、 そ の 機 構 は 、 技 師 が プ
ロ ー ブ の 先 を 操 作 す る こ と を 可 能 に し 、 そ れ に よ り 、 プ ロ ー ブ の 端 又 は 先 端 に あ る セ ン サ
又 は 振 動 子 ア レ イ を 、 例 え ば 、 心 臓 に 向 け て 望 む ま ま に 方 向 付 け る こ と が で き 、 こ の こ と
は 、 心 臓 の 診 断 に お け る 超 音 波 使 用 の 顕 著 な 改 善 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ の 内 容 は 本 願 に 参 照 と し て 組 込 ま れ る 特 許 文 献 １ は 、 振 動 子 素 子 の フ ェ ー ズ ド ア レ イ
又 は リ ニ ア ア レ イ が 、 プ ロ ー ブ 組 立 体 内 の 回 転 基 部 に 取 付 け ら れ る Ｔ Ｅ Ｅ 超 音 波 振 動 子 プ
ロ ー ブ を 教 示 す る 。 こ の 特 許 に 添 付 さ れ る 図 面 に 示 す よ う に 、 振 動 子 ア レ イ は 、 円 筒 状 の
回 転 式 基 部 に 取 付 け ら れ る 圧 電 素 子 の 矩 形 ア レ イ か ら 形 成 さ れ る 。 回 転 式 基 部 か ら 延 在 す
る シ ャ フ ト に プ ー リ が 取 付 け ら れ 、 そ れ に よ り 、 振 動 子 ア レ イ 及 び 基 部 が 、 プ ロ ー ブ 組 立
体 内 で 回 転 さ れ 、 撮 像 面 を 変 え る こ と が で き る よ う に さ れ る 。 特 許 文 献 １ の 改 善 版 は 、 特
許 文 献 ２ に 説 明 さ れ 、 改 善 さ れ た 接 地 技 術 を 用 い る 円 形 ア レ イ 振 動 子 と 、 振 動 子 用 の ベ ル
型 の 筐 体 と 、 振 動 子 構 成 要 素 用 の バ ブ ル ト ラ ッ プ を 含 む 。 特 許 文 献 ２ も 、 そ の 全 体 を 本 願
に 参 考 と し て 組 込 む 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 共 通 に 所 有 さ れ 、 そ の 全 体 が 本 願 に 組 込 ま れ る 特 許 文 献 ３ は 、 Ｔ Ｅ Ｅ プ ロ ー ブ （ 又 は 振
動 子 プ ロ ー ブ 組 立 体 ） を 開 示 す る 。 こ の Ｔ Ｅ Ｅ プ ロ ー ブ は 、 技 師 が プ ロ ー ブ 先 端 を 単 に 交
換 す る だ け で 音 響 性 能 を 変 え る こ と の で き る 着 脱 可 能 な 連 接 先 端 を 含 む 。 連 接 機 構 は 、 連
続 的 で 、 ね じ れ に 対 す る 耐 性 の あ る 連 接 ジ ョ イ ン ト を 形 成 す る よ う 互 い に パ チ ン と 嵌 め こ
ま れ る 複 数 の リ ン ク を 含 む 。 ジ ョ イ ン ト は 、 組 込 み 式 の 角 度 止 め 部 を 有 し 、 取 付 け ら れ た
と き に 実 質 的 に ね じ れ の あ そ び が な い 。 プ ロ ー ブ 組 立 体 内 の 振 動 子 、 よ り 具 体 的 に は 、 プ
ロ ー ブ の 先 端 は 、 ２ つ の 回 転 速 度 を 有 す る モ ー タ 駆 動 さ れ る 機 構 に よ っ て 回 転 さ れ る 。 振
動 子 は 、 振 動 子 プ ロ ー ブ か ら の 熱 を 取 り 除 く た め の 熱 放 散 手 段 を 含 む 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 Ｔ Ｅ Ｅ プ ロ ー ブ は 、 特 に 、 外 科 介 入 時 に お け る 外 科 手 術 の 際 に 手 術 室 （ Ｏ Ｒ ） に お い て
、 心 腔 の 撮 像 に 有 用 で あ る こ と が 分 か っ て い る 。 し か し 、 Ｏ Ｒ 撮 像 は 、 外 科 用 器 具 を 用 い
る 際 に 発 生 す る 電 気 雑 音 に 関 す る 問 題 に 対 処 し な け れ ば な ら な い 。 例 え ば 、 外 科 手 術 に は
、 一 般 的 に 、 電 気 外 科 ユ ニ ッ ト （ Ｅ Ｓ Ｕ ） （ 例 え ば 、 焼 灼 器 具 ） の 使 用 を 含 む 外 科 介 入 を
伴 う 。 Ｅ Ｓ Ｕ は し ば し ば 、 周 囲 環 境 に 分 散 さ れ る 高 い レ ベ ル の 広 ス ペ ク ト ル の 電 磁 気 エ ネ
ル ギ ー を 発 生 し 、 ま た 、 一 般 的 に 、 Ｔ Ｅ Ｅ 又 は 他 の 振 動 子 プ ロ ー ブ か ら 患 者 の 体 長 よ り 近
い と こ ろ で 四 方 に 放 射 す る 。 使 用 中 の Ｅ Ｓ Ｕ に よ っ て 分 散 さ れ る こ の 広 ス ペ ク ト ル の 放 射
、 及 び 、 他 の 電 磁 気 又 は Ｒ Ｆ 雑 音 （ 例 え ば 、 テ レ メ ト リ ー 信 号 ） は 、 Ｏ Ｒ 内 又 は 他 の 臨 床
環 境 に お け る 超 音 波 機 器 に 影 響 を 与 え て し ま う 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 従 来 の 超 音 波 装 置 は 、 超 音 波 機 器 に 含 ま れ る ア ン テ ナ の よ う な 装 置 （ 例 え ば 、 ケ ー ブ ル
、 相 互 接 続 子 ） 又 は ア ン テ ナ エ ミ ュ レ ー ト 回 路 を 介 し て 、 そ の よ う な 雑 音 を 誤 っ て 受 信 し
て し ま う こ と が 知 ら れ て い る 。 Ｔ Ｅ Ｅ プ ロ ー ブ は 、 本 質 的 に 良 好 な 受 信 ア ン テ ナ で あ り 、
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何 故 な ら 、 Ｔ Ｅ Ｅ プ ロ ー ブ は 、 プ ロ ー ブ と 撮 像 装 置 と の 間 に 接 続 さ れ る 比 較 的 長 い ケ ー ブ
ル を 含 む か ら で あ る 。 そ の 結 果 、 ど の よ う な 場 合 に お い て も 、 Ｅ Ｓ Ｕ が 用 い ら れ る 際 、 又
は 、 他 の 高 雑 音 環 境 に お い て は 、 超 音 波 診 断 撮 像 を 行 う こ と は で き な く な る 。 こ の こ と は
、 例 え ば 、 手 術 前 の 評 価 時 、 手 術 後 の 評 価 時 、 又 は 、 Ｅ Ｓ Ｕ 又 は 他 の 雑 音 を 生 成 す る 器 具
が 用 い ら れ る 実 際 の 手 術 又 は 他 の 介 入 処 置 の 際 の 何 時 も 含 む 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 振 動 子 を 、 広 帯 域 の Ｒ Ｆ 放 射 か ら 遮 蔽 す る 試 み が な さ れ て き た が 、 そ の 努 力 の い ず れ も
こ れ ま で の と こ ろ 有 効 で は な く 、 特 に 、 介 入 機 器 が 使 用 さ れ て い る と き に 、 Ｏ Ｒ に お い て
同 時 に 用 い ら れ る 振 動 子 又 は 振 動 子 プ ロ ー ブ に は 有 効 で は な い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 電 気 遮 蔽 が 不 十 分 ま た は 不 完 全 で あ る と 、 Ｒ Ｆ 又 は Ｅ Ｍ エ ネ ル ギ ー が 、 超 音 波 同 軸 ケ ー
ブ ル 又 は 他 の 電 気 ケ ー ブ ル 、 及 び 、 振 動 子 筐 体 内 の 回 路 に 結 合 す る こ と を 可 能 に し て し ま
う 。 結 合 し た （ 受 信 し た ） エ ネ ル ギ ー は 、 超 音 波 撮 像 装 置 内 に 伝 わ っ て し ま う 。 信 号 フ ィ
ル タ （ 高 価 で あ る だ け で な く 、 貴 重 な 空 間 も 取 る ） が 用 い ら れ て い な い 場 合 、 Ｅ Ｓ Ｕ 又 は
他 の 雑 音 は 、 拒 否 さ れ な い 撮 像 デ ー タ と 共 に 処 理 さ れ 、 撮 像 装 置 の デ ィ ス プ レ イ 上 に 表 示
さ れ て 、 診 断 を 困 難 に し て し ま う 。
【 特 許 文 献 １ 】 米 国 特 許 第 ４ ， ５ ４ ３ ， ９ ６ ０ 号
【 特 許 文 献 ２ 】 米 国 特 許 第 ５ ， ２ ２ ６ ， ４ ２ ２ 号
【 特 許 文 献 ３ 】 米 国 特 許 第 ５ ， ５ ５ ５ ， ８ ８ ７ 号
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 従 っ て 、 本 発 明 は 、 例 え ば 、 無 線 周 波 数 （ Ｒ Ｆ ） 信 号 か ら の 干 渉 、 即 ち 、 Ｒ Ｆ 干 渉 、 又
は 、 電 気 信 号 か ら の 干 渉 と い っ た 電 磁 気 干 渉 （ Ｅ Ｍ Ｉ ） を 回 避 す る た め に 、 電 磁 気 的 に 遮
蔽 さ れ る 振 動 子 及 び ／ 又 は 振 動 子 プ ロ ー ブ と 、 そ れ ぞ れ の 組 立 体 を 提 供 す る こ と を 目 的 と
す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 従 っ て 、 本 発 明 は 、 Ｅ Ｍ 干 渉 、 特 に 、 Ｏ Ｒ 機 器 （ 例 え ば 、 Ｅ Ｓ Ｕ ） と い っ た 超 音 波 プ ロ
ー ブ ／ 装 置 の 付 近 か ら 生 成 さ れ る Ｅ Ｍ 干 渉 を 、 そ の 発 生 源 又 は そ の 種 類 に 関 係 な く 、 回 避
す る た め に 、 電 磁 気 的 に 遮 蔽 さ れ る 振 動 子 及 び ／ 又 は 振 動 子 プ ロ ー ブ と 、 そ れ ぞ れ の 組 立
体 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 は 更 に 、 Ｅ Ｍ Ｉ （ Ｒ Ｆ Ｉ ） か ら 効 果 的 に 遮 蔽 さ れ る 、 電 磁 気 的 に 遮 蔽 さ れ る 振 動
子 プ ロ ー ブ 及 び ／ 又 は 組 立 体 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。 こ こ で は 、 振 動 子 プ ロ ー ブ を
振 動 子 の １ つ の 種 類 で あ る と 定 義 付 け す る 。 Ｔ Ｅ Ｅ プ ロ ー ブ は 、 振 動 子 プ ロ ー ブ の １ つ の
種 類 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 は 更 に 、 例 え ば 、 少 な く と も １ ０ ０ ｄ Ｂ よ り 下 の 広 ス ペ ク ト ル 、 又 は 、 例 え ば 、
Ｅ Ｓ Ｕ か ら 放 射 さ れ る 周 波 数 と い っ た 少 な く と も 特 に 問 題 の 周 波 数 が 見 つ か る 周 波 数 に お
け る 雑 音 広 帯 域 を 実 質 的 に な く す よ う 十 分 に 遮 蔽 さ れ 、 且 つ 、 有 用 で あ る よ う そ の 胃 鏡 検
査 部 が 十 分 に 弾 性 が あ る 振 動 子 プ ロ ー ブ を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の １ つ の 実 施 例 は 、 振 動 子 又 は 振 動 子 組 立 体 を 含 み 、 振 動 子 又 は 振 動 子 組 立 体 で
は 、 セ ン サ 、 セ ン サ ス タ ッ ク 、 振 動 子 ア レ イ 、 セ ン サ 相 互 接 続 子 、 ケ ー ブ ル 筐 体 、 及 び 、
装 置 相 互 接 続 子 を 含 み 得 る 全 て の 振 動 子 構 成 要 素 が 、 完 全 に 遮 蔽 さ れ る 。 各 振 動 子 構 成 要
素 を 完 全 に 遮 蔽 す る た め の 遮 蔽 装 置 と 称 す る も の を 構 成 す る 遮 蔽 体 は ど れ で も 、 （ 浮 動 で
あ ろ う と 、 ア ー ス 接 地 で あ ろ う と ） 接 地 に 接 続 さ れ て 、 電 流 フ ロ ー に 対 す る 遮 蔽 体 の イ ン
ピ ー ダ ン ス を 最 小 に し て 、 そ れ に よ り 、 遮 蔽 体 の 遮 蔽 効 果 を 最 大 限 に す る こ と が 好 適 で あ
る 。
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【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 の 振 動 子 プ ロ ー ブ の １ つ の 実 施 例 は 、 振 動 子 コ ネ ク タ か ら 内 視 鏡 部 ま で の 各 構 成
要 素 は 完 全 に 遮 蔽 さ れ 、 ま た 、 遮 蔽 は 、 最 大 の 弾 性 を 維 持 す る よ う に 実 施 さ れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 は 、 そ の 全 体 が 電 磁 気 的 に 遮 蔽 さ れ る 超 音 波 撮 像 装 置 又 は 超 音 波 振 動 子 を 教 示 す
る 。 つ ま り 、 振 動 子 、 又 は 、 振 動 子 を 含 む 装 置 の 全 て の 構 成 要 素 が 、 Ｅ Ｍ Ｉ に 曝 さ れ る 部
分 が 全 く な く 、 ま た 、 Ｔ Ｅ Ｅ プ ロ ー ブ の よ う に 超 音 波 振 動 子 プ ロ ー ブ の 例 え ば 胃 鏡 検 査 部
の 弾 性 特 性 を 維 持 す る た め に 、 遮 蔽 体 が 非 常 に 弾 性 が あ る よ う に 遮 蔽 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 １ は 、 一 体 Ｅ Ｍ Ｉ 遮 蔽 及 び 超 音 波 コ ン ソ ー ル ５ ０ を 有 す る 超 音 波 振 動 子 ２ ０ を 含 む 超
音 波 撮 像 装 置 １ ０ を 示 す 。 振 動 子 は 、 コ ン ソ ー ル に 電 気 接 続 す る た め の コ ネ ク タ ２ ２ を 、
そ の 近 位 端 に 有 す る 。 コ ネ ク タ ２ ２ は 、 コ ネ ク タ を 振 動 子 ハ ン ド ル ２ ６ に 物 理 接 続 し 、 ま
た 、 コ ネ ク タ を 振 動 子 筐 体 ２ ８ 内 に 配 置 さ れ る 振 動 子 電 子 部 品 ／ セ ン サ 相 互 接 続 子 （ 図 １
に は 示 さ ず ） に 電 気 接 続 す る 線 路 又 は ケ ー ブ ル を 有 す る 振 動 子 線 路 又 は ケ ー ブ ル ２ ４ に 取
付 け ら れ る 。 筐 体 ２ ８ は 、 セ ン サ 筐 体 ３ ０ （ 図 １ に は 示 さ な い セ ン サ 構 成 要 素 を 収 容 す る
） に 機 械 接 続 し 、 セ ン サ 筐 体 は 、 音 響 レ ン ズ ３ ２ に 機 械 接 続 す る 。 Ｅ Ｍ Ｉ 又 は Ｒ Ｆ Ｉ 遮 蔽
体 ３ ４ は 、 線 路 ／ ケ ー ブ ル を 完 全 に 閉 じ 込 め る 。 Ｅ Ｍ Ｉ 遮 蔽 体 ３ ４ は 、 振 動 子 筐 体 内 に 延
在 し 、 そ の 内 部 の 構 成 要 素 （ 図 １ に は 示 さ ず ） の 全 て を 閉 じ 込 め 且 つ 一 体 に 遮 蔽 す る 一 部
を 含 み 得 る 。 或 い は 、 振 動 子 を 構 成 す る 構 成 要 素 は 、 遮 蔽 体 ３ ４ に 追 加 し て １ つ 以 上 の 遮
蔽 体 を 含 み 、 こ れ は 、 遮 蔽 体 ３ ４ と 共 に 連 続 的 な 保 護 を 形 成 し 得 る （ 詳 細 を 後 述 す る ） 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 コ ン ソ ー ル ５ ０ は 、 車 輪 ５ ６ が 取 付 け ら れ る 支 持 体 ５ ４ に 取 付 け ら れ る 筐 体 ５ ２ を 含 む
。 筐 体 は 、 撮 像 電 子 部 品 ５ ８ と 、 内 部 ケ ー ブ ル ６ ０ と 、 振 動 子 コ ネ ク タ ６ ２ を 含 む 。 コ ン
ソ ー ル は 更 に 、 デ ィ ス プ レ イ ６ ４ と キ ー ボ ー ド ６ ６ を 含 む 。 電 子 遮 蔽 体 ６ ８ は 、 ケ ー ブ ル
６ ０ を 含 む 筐 体 ５ ２ 内 の 全 て の 電 気 系 統 を 閉 じ 込 め る 。 １ つ の Ｅ Ｍ Ｉ 又 は Ｒ Ｆ Ｉ 遮 蔽 体 が
、 振 動 子 コ ネ ク タ ６ ２ を 取 り 囲 む 。 こ の Ｅ Ｍ Ｉ 又 は Ｒ Ｆ Ｉ 遮 蔽 体 は 、 遮 蔽 体 ６ ８ の 一 部 で
あ っ て も よ い 。 筐 体 内 の 電 子 遮 蔽 体 は 、 接 地 ７ ０ に 接 続 さ れ 得 る （ し か し 、 装 置 に 浮 動 接
地 し か な い 場 合 、 全 て の 遮 蔽 体 を 浮 動 接 地 に 接 続 す る の で 十 分 で あ る ） 。 コ ネ ク タ ２ ２ が
振 動 子 コ ネ ク タ ６ ２ に 接 続 さ れ る と 、 遮 蔽 体 ３ ４ は 、 遮 蔽 体 ５ ８ 及 び 遮 蔽 体 ３ ４ に 電 気 接
続 す る 振 動 子 内 の 任 意 の 他 の 遮 蔽 体 を 介 し て 、 接 地 ７ ０ に 電 気 接 続 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ２ は 、 図 １ の 超 音 波 撮 像 装 置 １ ０ の 実 施 例 に 含 ま れ る 振 動 子 ２ ０ の 振 動 子 線 路 （ 又 は
ケ ー ブ ル ） ２ ４ の 一 部 と 、 ハ ン ド ル ２ ６ と 、 筐 体 ２ ８ と 、 セ ン サ 筐 体 ３ ０ と 、 レ ン ズ ３ ２
を 示 す 。 図 ２ は 更 に 、 筐 体 ２ ８ 内 に 配 置 さ れ る 内 枠 ３ ６ と 、 ケ ー ブ ル 相 互 接 続 子 ３ ８ に 延
在 す る ケ ー ブ ル 遮 蔽 体 ３ ４ も 示 す 。 ケ ー ブ ル 相 互 接 続 子 ３ ８ は 、 振 動 子 線 路 ２ ４ 内 の 導 体
を セ ン サ 素 子 （ こ こ で は 明 白 に 示 さ な い ） に 電 気 接 続 す る 。 ケ ー ブ ル 相 互 接 続 子 ３ ８ と 、
（ 圧 電 素 子 、 イ ン ピ ー ダ ン ス 整 合 層 等 で あ る ） セ ン サ 素 子 と 、 他 の 機 械 的 構 成 要 素 ４ ０ が
セ ン サ を 構 成 す る 。 セ ン サ 素 子 は 、 ア レ イ ス タ ッ ク ４ ２ に 機 械 接 続 さ れ る 。 ア レ イ ス タ ッ
ク ４ ２ は 、 内 部 音 響 レ ン ズ ４ ４ に 機 械 接 続 さ れ る 。 セ ン サ は 、 音 響 レ ン ズ ４ ４ の 外 面 に 接
合 さ れ る 、 ホ イ ル 、 又 は 、 金 属 化 さ れ た プ ラ ス チ ッ ク フ ィ ル ム ４ ８ か ら 構 成 さ れ る 非 常 に
薄 い 金 属 遮 蔽 体 に 閉 じ 込 め ら れ る （ 以 下 に 詳 細 に 説 明 す る ） 。 Ｅ Ｍ Ｉ 遮 蔽 体 ４ ６ が 、 薄 い
ホ イ ル 又 は 金 属 化 さ れ た フ ィ ル ム ４ ８ に 電 気 的 に あ う よ う 、 又 は 、 重 な る よ う 配 置 さ れ 、
こ の Ｅ Ｍ Ｉ 遮 蔽 体 ４ ６ は 、 ホ イ ル ／ フ ィ ル ム 遮 蔽 体 ４ ８ 及 び ケ ー ブ ル 遮 蔽 体 ３ ４ に 電 気 接
続 す る 。 当 業 者 は 、 上 述 は 、 本 発 明 の 技 術 的 思 想 で あ る 、 セ ン サ 、 つ ま り 、 振 動 子 素 子 の
保 護 遮 蔽 の １ つ の 実 施 例 に 過 ぎ ず 、 Ｅ Ｍ 遮 蔽 と い う 最 終 結 果 が 得 ら れ る 限 り 任 意 の 他 の 様
々 な 相 互 接 続 子 も 実 施 可 能 で あ る こ と を 認 識 す る も の と す る 。 １ つ の 実 施 例 で は 、 Ｅ Ｍ Ｉ
遮 蔽 体 ４ ６ は 、 振 動 子 が 接 続 さ れ る 場 合 、 コ ン ソ ー ル ５ ０ の コ ネ ク タ ６ ２ を 介 し て 接 地 に
接 続 さ れ る 。 遮 蔽 ホ イ ル ／ フ ィ ル ム ４ ８ の 外 側 は 、 外 部 音 響 レ ン ズ ４ ９ に 機 械 接 続 さ れ る
。
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【 ０ ０ ２ １ 】
　 接 地 さ れ る Ｅ Ｍ Ｉ 遮 蔽 体 ４ ６ は 、 表 皮 効 果 を 示 す 、 当 業 者 に は 周 知 で あ る 材 料 で あ り 得
る 。 ケ ー ブ ル 遮 蔽 体 ３ ４ 、 ま た 、 含 ま れ る 場 合 は 、 薄 い ホ イ ル 又 は 金 属 化 さ れ る フ ィ ル ム
４ ８ へ の 電 気 接 続 は 、 導 電 性 エ ポ キ シ 、 は ん だ 、 ワ イ ヤ ラ ン ド 等 を 用 い て 実 施 さ れ る か 、
別 個 の 構 成 要 素 で あ り 得 る か 、 又 は 、 遮 蔽 体 の 実 際 の 延 長 部 で あ り 、 ア ン テ ナ 効 果 を 示 さ
な い よ う 配 置 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 薄 い 金 属 ホ イ ル （ 又 は 金 属 化 さ れ た プ ラ ス チ ッ ク フ ィ ル ム ） 及 び 遮 蔽 体 ４ ６ は 連 続 的 で
あ る 必 要 は な く 、 フ ィ ル ム の 表 面 に 、 任 意 の パ タ ー ン で 形 成 さ れ る 開 口 が 配 置 さ れ て も よ
い 。 こ の 開 口 の 寸 法 は 、 こ こ で 予 想 さ れ る 最 適 な Ｅ Ｍ Ｉ （ Ｒ Ｆ ） 遮 蔽 の た め に 必 要 と さ れ
る 最 小 の 波 長 よ り 大 き く な い 限 り ど の よ う な 寸 法 で も よ い 。 図 ３ Ａ 及 び 図 ３ Ｂ は 、 遮 蔽 体
４ ８ と し て 使 用 さ れ 得 る 矩 形 セ ン サ 金 属 ホ イ ル 又 は プ ラ ス チ ッ ク フ ィ ル ム の 例 を 示 し 、 そ
れ ぞ れ 図 ３ Ｃ 及 び 図 ３ Ｄ に 拡 大 さ れ る 円 形 遮 蔽 パ タ ー ン 及 び 矩 形 遮 蔽 パ タ ー ン を 有 す る 。
図 ３ Ｅ 及 び 図 ３ Ｆ は 、 図 ３ Ｄ 及 び 図 ３ Ｃ に そ れ ぞ れ 示 す 矩 形 遮 蔽 パ タ ー ン 及 び 円 形 遮 蔽 パ
タ ー ン と 共 に 用 い ら れ る 円 形 ホ イ ル ／ フ ィ ル ム を 示 す 。 遮 蔽 体 と 、 ホ イ ル ／ フ ィ ル ム の い
ず れ の 好 適 な 設 計 も 、 音 響 的 透 過 性 を 示 し 、 且 つ 、 約 １ ０ ０ ミ ク ロ ン 以 下 の 厚 さ に 構 成 さ
れ る べ き で あ る 。 １ つ の 実 施 例 は 、 １ ０ ０ ミ ク ロ ン で あ る 。 Ｅ Ｍ Ｉ 遮 蔽 体 ４ ６ は 、 振 動 子
設 計 の 要 件 に 応 じ て 弾 性 で も 剛 性 で も あ り 得 る 。 し か し 、 Ｅ Ｍ Ｉ 遮 蔽 体 は 、 振 動 子 内 の 全
て の 信 号 及 び 制 御 回 路 を 連 続 的 に 覆 わ な け れ ば な ら な い 。 上 述 し た よ う に 、 剛 性 な 遮 蔽 体
４ ６ が 好 適 で あ る 一 方 で 、 ホ イ ル ／ フ ィ ル ム ４ ８ を 構 成 す る よ う な 金 属 ホ イ ル を 、 機 械 加
工 又 は プ リ フ ォ ー ム さ れ た 金 属 筐 体 で は な く 、 振 動 子 又 は セ ン サ ア レ イ に 巻 き つ け て 用 い
る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 共 通 に 所 有 さ れ 本 願 に 参 照 と し て 組 込 ま れ る 米 国 特 許 第 ６ ， ３ ６ ４ ， ８ ２ ８ 号 は 、 Ｒ Ｆ
干 渉 を 遮 蔽 す る た め に 、 連 接 さ れ た 細 長 い 検 査 ネ ッ ク を 教 示 す る 。 こ の 特 許 は 、 制 御 さ れ
る 連 接 可 能 組 立 体 内 の 超 音 波 信 号 線 路 の 周 り の 完 全 な 遮 蔽 を 具 体 化 す る Ｔ Ｅ Ｅ 内 視 鏡 の 弾
性 曲 げ ネ ッ ク 領 域 を 説 明 す る 。 曲 げ ネ ッ ク の 付 近 に は 、 は ん だ 又 は 導 電 性 エ ポ キ シ に よ っ
て 弾 性 挿 入 管 が 接 続 さ れ る 。 挿 入 管 は 、 金 属 モ ノ コ イ ル （ 遮 蔽 体 ） 上 の 金 属 編 組 （ ｂ ｒ ａ
ｉ ｄ ） か ら 構 成 さ れ る 。 ネ ッ ク 上 に は 、 逆 － 膨 張 （ ｄ ｅ ‐ ｅ ｘ ｐ ａ ｎ ｄ ｅ ｄ ） さ れ た Ｐ Ｖ
Ｃ 層 が 置 か れ 、 そ の 上 に 、 ポ リ オ レ フ ィ ン 熱 収 縮 管 が 重 ね ら れ 、 そ の 収 縮 管 の 上 に は 、 ウ
レ タ ン が 重 ね ら れ る 。 こ の プ ラ ス チ ッ ク の 層 は 、 電 気 的 絶 縁 を 与 え 、 一 方 、 金 属 は 、 弾 性
と 共 に 遮 蔽 を 与 え る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ４ は 、 本 発 明 の 技 術 的 に 思 想 に 従 っ て 構 成 さ れ る Ｔ Ｅ Ｅ 振 動 子 プ ロ ー ブ ハ ン ド ル ８ ０
の 実 施 例 を 示 す 。 Ｔ Ｅ Ｅ プ ロ ー ブ ８ ０ は 、 完 全 な Ｅ Ｍ Ｉ （ 又 は Ｒ Ｆ ） 遮 蔽 体 を 含 む 。 こ の
遮 蔽 体 は 、 フ ァ ラ デ ー （ Ｆ ａ ｒ ａ ｄ ａ ｙ ） ケ ー ジ と し て 単 独 に 構 成 さ れ る か 、 又 は 、 オ ー
バ ラ ッ プ の あ る 又 は な い 遮 蔽 体 部 の 複 合 材 料 と し て 構 成 さ れ 、 プ ロ ー ブ の セ ン サ ア レ イ 、
ア レ イ 相 互 接 続 子 、 ケ ー ブ ル 、 駆 動 モ ー タ 、 駆 動 モ ー タ 接 続 ワ イ ヤ 、 モ ー タ 駆 動 シ ャ フ ト
及 び 結 合 、 内 視 鏡 連 接 リ ン ク 、 連 接 ケ ー ブ ル 、 連 接 コ ン プ レ ッ シ ョ ン 遮 蔽 体 、 及 び 、 最 終
的 な セ ン サ 駆 動 ギ ア を 完 全 に 閉 じ 込 め る 。 遮 蔽 体 部 の 複 合 材 料 は 、 部 分 間 を 流 れ る 電 流 に
対 す る イ ン ピ ー ダ ン ス が 、 装 置 全 体 の Ｅ Ｍ Ｉ 保 護 を 最 大 に す る た め に 最 小 で あ る よ う 互 い
に 電 気 接 続 さ れ る 。 Ｔ Ｅ Ｅ プ ロ ー ブ を 構 成 す る 全 て の 構 成 要 素 は 、 完 全 に 遮 蔽 さ れ る こ と
が 好 適 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 近 位 Ｒ Ｆ Ｉ ボ ッ ク ス ８ ２ が 、 プ ロ ー ブ 筐 体 ８ ４ に 含 ま れ る 。 こ の ボ ッ ク ス は 、 超 音 波 ケ
ー ブ ル モ ー タ パ ワ ー 及 び エ ン コ ー ダ イ ン タ フ ェ ー ス （ 図 示 せ ず ） を 含 む 。 遠 位 Ｒ Ｆ Ｉ ボ ッ
ク ス ８ ５ は 、 駆 動 結 合 駆 動 シ ャ フ ト 、 連 接 ケ ー ブ ル 、 及 び 、 遮 蔽 さ れ た シ ー ス を 含 む も の
と し て 示 さ れ る 。 超 音 波 同 軸 ケ ー ブ ル ８ ６ は 、 近 位 Ｒ Ｆ Ｉ ボ ッ ク ス に 接 続 さ れ る 金 属 編 組
に お い て 遮 蔽 さ れ る 。 遮 蔽 さ れ た 超 音 波 同 軸 ケ ー ブ ル 束 ８ ８ は 、 遠 位 Ｒ Ｆ Ｉ ボ ッ ク ス に ク
ラ ン プ さ れ る 。 外 部 ス イ ッ チ イ ン タ フ ェ ー ス ９ ０ を 有 す る 遮 蔽 さ れ た マ ル チ プ レ ー ン 駆 動
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モ ー タ ／ エ ン コ ー ダ イ ン タ フ ェ ー ス Ｐ Ｃ Ｂ を 示 す 。 マ ル チ プ レ ー ン 駆 動 モ ー タ ９ ２ は 、 連
続 筐 体 内 で 遮 蔽 さ れ る も の と し て 示 さ れ る 。 遠 位 連 接 リ ン ク か ら の 連 続 編 組 を 示 す が 、 こ
の 編 組 は 、 導 電 性 エ ポ キ シ 又 は は ん だ に よ っ て 遠 位 Ｒ Ｆ Ｉ ボ ッ ク ス に 接 合 さ れ る 。 外 部 挿
入 管 絶 縁 層 ９ ６ を 示 す 。 図 ４ は 更 に 、 境 界 ９ ７ を 示 し 、 こ の 境 界 に お い て 、 プ ロ ー ブ 筐 体
が 、 プ ロ ー ブ の 内 視 鏡 部 、 即 ち 、 境 界 ９ ７ の 右 側 の 部 分 に お い て 終 端 す る 。 プ ロ ー ブ 内 の
全 て の ケ ー ブ ル 及 び 導 体 の 周 り に 設 け ら れ る 遮 蔽 体 は 弾 性 が な く て は な ら な い が 、 任 意 の
振 動 子 プ ロ ー ブ 、 例 え ば 、 Ｔ Ｅ Ｅ プ ロ ー ブ の 胃 鏡 検 査 部 内 の 遮 蔽 体 が 、 そ の 胃 鏡 検 査 部 の
弾 性 特 性 を 維 持 す る よ う 弾 性 で あ る こ と が 優 先 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 上 述 し た 全 て の 構 成 要 素 は 、 遮 蔽 さ れ る 。 つ ま り 、 全 て の 上 述 し た 構 成 要 素 は 、 フ ァ ラ
デ ー ケ ー ジ 又 は 連 続 的 な 遮 蔽 体 に よ っ て 取 り 囲 ま れ 、 そ れ に よ り 、 一 般 的 に 電 磁 界 、 ま た
、 特 に 、 焼 灼 ユ ニ ッ ト と い っ た 電 気 外 科 ユ ニ ッ ト に よ っ て 生 成 さ れ る 電 流 を 見 る 構 成 要 素
の 任 意 の 潜 在 的 な ア ン テ ナ 効 果 を 顕 著 に 減 少 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ５ は 、 本 発 明 の Ｔ Ｅ Ｅ プ ロ ー ブ １ ０ ０ の 好 適 な 実 施 例 を 示 す 。 こ の プ ロ ー ブ １ ０ ０ は
、 Ｔ Ｅ Ｅ プ ロ ー ブ を 構 成 す る 全 て の 機 械 的 及 び 電 気 的 構 成 要 素 が 閉 じ ら れ た 金 属 ケ ー ジ （
図 ５ で は 、 断 面 図 と し て 示 す ） に よ っ て 取 り 囲 ま れ る 遮 蔽 構 成 を 含 む 。 プ ロ ー ブ を 閉 じ 込
め る 金 属 ケ ー ジ 全 体 は 、 連 続 的 に 閉 じ ら れ る こ と が 好 適 で あ る 。 し か し 、 上 述 し た よ う に
、 有 効 な 遮 蔽 の た め に 連 続 的 な 遮 蔽 体 が 必 ず し も 必 要 な わ け で は な く 、 例 え ば 、 焼 灼 を 行
う Ｅ Ｓ Ｕ と い っ た 、 プ ロ ー ブ の 付 近 で 用 い ら れ る こ と が 想 定 さ れ る 雑 音 源 の 最 小 の 波 長 （
最 高 の 周 波 数 ） よ り 、 任 意 の 開 口 の 寸 法 が 小 さ け れ ば よ い 。 当 業 者 は 、 本 発 明 の 技 術 的 思
想 は 、 Ｅ Ｍ Ｉ （ 又 は Ｒ Ｆ ） か ら Ｔ Ｅ Ｅ プ ロ ー ブ を 完 全 に 保 護 す る よ う 遮 蔽 す る こ と は 、 特
に Ｅ Ｓ Ｕ フ ィ ー ル ド か ら の 電 流 を 見 る 構 成 要 素 の 任 意 の ア ン テ ナ 効 果 を 減 少 し 、 電 気 接 続
又 は 電 磁 気 結 合 に よ っ て 同 じ 電 流 を 超 音 波 線 路 、 構 成 要 素 な ど に 転 送 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 よ り 具 体 的 に は 、 図 ５ は 、 金 属 下 部 筐 体 １ ０ ４ 、 金 属 上 部 筐 体 １ ０ ６ 、 外 側 絶 縁 の 為 に
金 属 筐 体 上 に 接 合 さ れ る プ ラ ス チ ッ ク キ ャ ッ プ 、 及 び 、 連 続 的 な 電 気 遮 蔽 の 為 に ネ ジ で 留
め ら れ る 筐 体 １ １ ０ を 閉 じ 込 め る 金 属 筐 体 枠 １ ０ ２ を 含 む Ｔ Ｅ Ｅ プ ロ ー ブ １ ０ ０ を 示 す 。
信 号 導 体 １ １ ２ は 、 セ ン サ を 超 音 波 装 置 （ 図 示 せ ず ） に 電 気 接 続 す る た め に 含 ま れ る 。 金
属 編 組 又 は 二 重 逆 巻 モ ノ コ イ ル １ １ ４ は 、 金 属 筐 体 枠 上 の 端 部 接 続 金 具 に は ん だ 付 け さ れ
る も の と し て 示 す 。 分 割 筐 体 （ ｓ ｐ ｌ ｉ ｔ 　 ｈ ｏ ｕ ｓ ｉ ｎ ｇ ） １ １ ６ は 、 連 続 遮 蔽 の た め
に は ん だ 付 け さ れ る 編 組 又 は 二 重 モ ノ コ イ ル を 有 す る タ ー ミ ネ ー タ 上 に 留 め ら れ る 。 金 属
化 さ れ た プ ラ ス チ ッ ク フ ィ ル ム １ １ ８ は 、 金 属 筐 体 全 体 に 亘 っ て 伸 ば さ れ 、 そ の 金 属 筐 体
に 対 し 導 電 性 と な る よ う エ ポ キ シ 樹 脂 で 接 着 さ れ る 。 外 部 の 弾 性 絶 縁 層 １ ２ ２ を 、 筐 体 １
０ ２ に 付 近 に 示 す 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ５ の 実 施 例 で は 、 駆 動 モ ー タ パ ワ ー ／ ス イ ッ チ イ ン タ フ ェ ー ス が 、 ア ク テ ィ ブ Ｅ Ｓ Ｕ
絶 縁 回 路 を 有 す る 印 刷 回 路 基 板 か ら 構 成 さ れ る モ ー タ コ ン ト ロ ー ル を 用 い 得 る こ と を 更 に
含 む 。 こ の よ う な 設 計 は 、 例 え ば 、 Ｅ Ｓ Ｕ 遮 蔽 と い っ た 制 御 さ れ た 遮 蔽 体 と 、 Ｅ Ｓ Ｕ 絶 縁
回 路 と い っ た 絶 縁 回 路 を 、 共 通 の Ｐ Ｃ Ｂ 上 に 組 込 ま な け れ ば な ら な い 。 当 業 者 は 、 図 ５ の
Ｔ Ｅ Ｅ プ ロ ー ブ １ ０ ０ は 、 そ の 設 計 に お い て マ ル チ ラ イ ン 又 は マ ト リ ク ス で 有 り 得 、 こ の
マ ト リ ク ス は 、 共 通 に 所 有 さ れ 、 本 願 に 参 照 と し て 組 込 ま れ る 米 国 特 許 第 ６ ， １ ２ ６ ， ６
０ ２ 号 に 開 示 さ れ る マ ト リ ク ス Ｔ Ｅ Ｅ プ ロ ー ブ で あ る 。 他 の 設 計 と し て は 、 マ ト リ ク ス ア
レ イ Ｔ Ｅ Ｅ プ ロ ー ブ 、 又 は 、 例 え ば 、 以 下 に 制 限 さ れ な い が 、 マ ト リ ク ス ア レ イ の 前 面 、
ア レ イ 相 互 接 続 子 、 制 御 電 子 部 品 等 、 及 び 、 内 部 に 含 ま れ る 電 気 連 絡 手 段 と い っ た 全 て の
構 成 要 素 が 完 全 に 遮 蔽 さ れ る 限 り 当 業 者 に 周 知 で あ る 任 意 の 他 の 振 動 子 プ ロ ー ブ 設 計 を 含
む こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 本 願 に 開 示 し た 実 施 例 に は 様 々 な 修 正 を 加 え 得 る こ と を 理 解 す る も の と す る 。 従 っ て 、
上 述 の 説 明 は 、 制 限 的 と 考 え る も の で は な く 、 好 適 な 実 施 例 の 例 示 に 過 ぎ な い 。 当 業 者 は
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、 本 発 明 の 範 囲 及 び 特 許 請 求 の 範 囲 の 技 術 的 思 想 内 に お け る 他 の 修 正 を 考 え 付 く で あ ろ う
。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ １ 】
【 図 １ 】 一 体 型 Ｅ Ｍ Ｉ 遮 蔽 体 を 有 す る 振 動 子 を 含 み 、 ま た 、 超 音 波 装 置 全 体 が 、 電 磁 気 干
渉 か ら 保 護 さ れ る 本 発 明 の 超 音 波 装 置 の 第 １ の 実 施 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 一 体 に 収 容 さ れ る 振 動 子 構 成 要 素 の 全 て が 完 全 に 電 磁 気 的 に 遮 蔽 さ れ 、 且 つ 、 遮
蔽 体 は 、 接 地 に 接 続 さ れ る 、 図 １ の 超 音 波 装 置 に 含 ま れ る 振 動 子 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ Ａ 】 円 形 開 口 か ら 構 成 さ れ る 矩 形 遮 蔽 パ タ ー ン を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ Ｂ 】 矩 形 開 口 か ら 構 成 さ れ る 矩 形 遮 蔽 パ タ ー ン を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ Ｃ 】 遮 蔽 パ タ ー ン に 用 い ら れ 得 る 円 形 開 口 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ Ｄ 】 遮 蔽 パ タ ー ン に 用 い ら れ 得 る 矩 形 開 口 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ Ｅ 】 円 形 開 口 か ら 構 成 さ れ る 円 形 遮 蔽 パ タ ー ン を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ Ｆ 】 矩 形 開 口 か ら 構 成 さ れ る 円 形 遮 蔽 パ タ ー ン を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の Ｅ Ｍ Ｉ 遮 蔽 さ れ た Ｔ Ｅ Ｅ プ ロ ー ブ を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 振 動 子 ア レ イ 、 ア レ イ 相 互 接 続 子 、 ケ ー ブ ル 、 駆 動 モ ー タ 、 駆 動 モ ー タ 接 続 ワ イ
ヤ 、 モ ー タ 駆 動 シ ャ フ ト 及 び 結 合 、 内 視 鏡 連 接 リ ン ク 、 連 接 ケ ー ブ ル 、 連 接 コ ン プ レ ッ シ
ョ ン 遮 蔽 体 、 及 び 、 最 終 的 な セ ン サ 駆 動 ギ ア の う ち 少 な く と も １ つ が 遮 蔽 体 に よ っ て 完 全
に 閉 じ 込 め ら れ る 、 本 発 明 の マ ル チ プ レ ー ン Ｔ Ｅ Ｅ プ ロ ー ブ の 完 全 な Ｅ Ｍ Ｉ （ 又 は Ｒ Ｆ ）
遮 蔽 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
１ ０ 　 超 音 波 撮 像 装 置
２ ０ 　 振 動 子
２ ２ 　 コ ネ ク タ
２ ４ 　 振 動 子 線 路 ／ ケ ー ブ ル
２ ６ 　 振 動 子 ハ ン ド ル
２ ８ 　 振 動 子 筐 体
３ ０ 　 セ ン サ 筐 体
３ ２ 　 音 響 レ ン ズ
３ ４ 　 Ｅ Ｍ Ｉ 遮 蔽 体
３ ６ 　 内 枠
３ ８ 　 ケ ー ブ ル 相 互 接 続 子
４ ０ 　 他 の 機 械 的 構 成 要 素
４ ２ 　 ア レ イ ス タ ッ ク
４ ４ 　 内 部 音 響 レ ン ズ
４ ６ 　 Ｅ Ｍ Ｉ 遮 蔽 体
４ ８ 　 ホ イ ル 又 は 金 属 化 さ れ た プ ラ ス チ ッ ク フ ィ ル ム
４ ９ 　 外 部 音 響 レ ン ズ
５ ０ 　 コ ン ソ ー ル
５ ２ 　 コ ン ソ ー ル 筐 体
５ ４ 　 支 持 体
５ ６ 　 車 輪
５ ８ 　 撮 像 電 子 部 品
６ ０ 　 内 部 ケ ー ブ ル
６ ２ 　 振 動 子 コ ネ ク タ
６ ４ 　 表 示 装 置
６ ６ 　 キ ー ボ ー ド
６ ８ 　 電 子 遮 蔽 体
７ ０ 　 接 地
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８ ０ 　 Ｔ Ｅ Ｅ 振 動 子 プ ロ ー ブ ハ ン ド ル
８ ２ 　 近 位 Ｒ Ｆ Ｉ ボ ッ ク ス
８ ４ 　 プ ロ ー ブ 筐 体
８ ５ 　 遠 位 Ｒ Ｆ Ｉ ボ ッ ク ス
８ ６ 　 超 音 波 同 軸 ケ ー ブ ル
８ ８ 　 超 音 波 同 軸 ケ ー ブ ル 束
９ ０ 　 外 部 ス イ ッ チ イ ン タ フ ェ ー ス
９ ２ 　 マ ル チ プ レ ー ン 駆 動 モ ー タ
９ ６ 　 外 部 挿 入 管 絶 縁 層
９ ７ 　 境 界
１ ０ ０ 　 Ｔ Ｅ Ｅ プ ロ ー ブ
１ ０ ２ 　 金 属 筐 体 枠
１ ０ ４ 　 金 属 下 部 筐 体
１ ０ ６ 　 金 属 上 部 筐 体
１ １ ０ 　 筐 体
１ １ ２ 　 信 号 導 体
１ １ ４ 　 二 重 逆 巻 コ イ ル
１ １ ６ 　 分 割 筐 体
１ １ ８ 　 金 属 化 さ れ た プ ラ ス チ ッ ク フ ィ ル ム
１ ２ ２ 　 外 部 弾 性 絶 縁 層
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【 図 ３ Ａ 】

【 図 ３ Ｂ 】

【 図 ３ Ｃ 】

【 図 ３ Ｄ 】

【 図 ３ Ｅ 】

【 図 ３ Ｆ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

(12) JP 2004-130137 A 2004.4.30



フロントページの続き

(74)代理人  100107766
            弁理士　伊東　忠重
(72)発明者  マイケル　ユージーン　ペジンスキー
            アメリカ合衆国，マサチューセッツ州　０１９５０，ニューベリーポート，ウィルソン・ウェイ　
            ４
(72)発明者  デイヴィッド　チャン　ガーナー
            アメリカ合衆国，マサチューセッツ州　０２１４３，サマーヴィル，アルビオン・ストリート　１
            ５，２号
(72)発明者  ティモシー　ジェイ　サヴォード
            アメリカ合衆国，マサチューセッツ州　０１８５２，ローエル，マスミルズ・ドライヴ　１００，
            ４１７号
(72)発明者  ロジャー　デュガス
            アメリカ合衆国，ニューハンプシャー州　０３０３６，チェスター，グレイト・オーク・ドライヴ
            　８４
(72)発明者  ヒューバート　イェン
            アメリカ合衆国，カリフォルニア州　９５４０９，サンタローザ，マーシュ・ホーク・ドライヴ　
            ５７６１
Ｆターム(参考) 2G047 AC13  BA03  BC13  GA01  GA02  GA09  GB25
　　　　 　　  4C601 BB02  BB06  BB16  EE02  FE09  FE10  GA05  GB06  GB18  GB43
　　　　 　　        GD12  GD18

(13) JP 2004-130137 A 2004.4.30



专利名称(译) RFI保护超声波探头

公开(公告)号 JP2004130137A 公开(公告)日 2004-04-30

申请号 JP2003349863 申请日 2003-10-08

[标]申请(专利权)人(译) 皇家飞利浦电子股份有限公司

申请(专利权)人(译) 皇家飞利浦电子股份有限公司的Vie

[标]发明人 マイケルユージーンペジンスキー
デイヴィッドチャンガーナー
ティモシージェイサヴォード
ロジャーデュガス
ヒューバートイェン

发明人 マイケル ユージーン ペジンスキー
デイヴィッド チャン ガーナー
ティモシー ジェイ サヴォード
ロジャー デュガス
ヒューバート イェン

IPC分类号 G01N29/24 A61B8/12

CPC分类号 A61B8/445 A61B8/12 A61B8/4405

FI分类号 A61B8/12 G01N29/24 A61B8/14

F-TERM分类号 2G047/AC13 2G047/BA03 2G047/BC13 2G047/GA01 2G047/GA02 2G047/GA09 2G047/GB25 4C601
/BB02 4C601/BB06 4C601/BB16 4C601/EE02 4C601/FE09 4C601/FE10 4C601/GA05 4C601/GB06 
4C601/GB18 4C601/GB43 4C601/GD12 4C601/GD18 4C601/KK41 4C601/LL25

代理人(译) 伊藤忠彦

优先权 10/270344 2002-10-11 US

外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：提供被电磁屏蔽的振荡器和/或振荡器探头，以及它们各
自的组件，以避免电磁干扰（EMI）。 一种超声成像设备，包括：壳
体，其包括电磁保护的超声TEE探头；用于显示超声图像的显示器；以
及换能器连接器，其具有至少一个用于接地的连接器。 它包括一个主体
和一个用于处理代表接收到的超声回波的电信号的计算机。 TEE探头包
括一个成像传感器，一个外部声透镜，一个电缆互连以及一个换能器外
壳，该转换器外壳包括一个围绕传感器和电缆互连的内部金属屏蔽层，
一个电导体和一个电磁电缆屏蔽层。 电导体包括在第一端电连接到电缆
互连的电缆，并且在第二端电导体和电缆屏蔽罩电连接到换能器连接
器。 [选型图]图1

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/9b8ec28b-cbd6-478d-939a-8803e5c8ce25
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/032068951/publication/JP2004130137A?q=JP2004130137A

